
次期計画の策定に向けた活性化協議会のスケジュール（案） 資料5

【検討事項】
• 鉄軌道、バス、コミュニティ交通等各モードのサービス（導入）水準および目指すべき将来像について
【到達点】
• 上記検討事項の結果および現計画の振り返りを踏まえ、次期計画の策定方針を設定する。

★令和7年度

第1回協議会（今回）

• 現計画の計画期間延長に関する
承認を得る。

• 次期計画の策定スケジュールの
共有。

第2回協議会（12月頃）

• 検討状況の途中報告

第3回協議会（3月頃）

• 現計画の振り返り

• 今年度の検討内容や、振り返り
を踏まえた次期計画の策定方針
を定める。

具体の検討は部会や外部の会議体で行い、結果を親会に報告 ※検討体制は次頁

★令和8年度

第1回協議会

計画骨子の提示

第2回協議会

素案の提示①

第3回協議会

素案の提示②

第4回協議会

次期計画案の承認

次期計画の策定

➢ R7年度に設定したサービス水準・将来像を実現するために必要な施策・目標について検討し、次期計画を策定する。

（7月頃）

（10月頃）

（11月頃）

（3月頃）

※上記を基本としつつ、検討の進捗を踏まえ、協議会の開催時期や協議内容は柔軟に対応していく。



次期地域公共交通計画に記載する事項の検討体制 資料5

活性化協議会（全体会）

【検討事項】
• 次期計画の策定に関すること
• 現行計画の変更に関すること

検討体制

基幹公共交通機能強化部会

【検討事項】
• 基幹公共交通（バス・鉄軌道）に求められる機能やサービス水準、機能強
化向けた個別施策に関すること

コミュニティ交通部会

【検討事項】
• 新たなコミュニティ交通の導入、拡充に関すること

利用促進部会

【検討事項】
• 公共交通の利用促進に向けた施策に関すること
• 市電の決済手段に関すること

熊本地域公共交通活性化協議会

• 熊本地域公共交通活性化協議会のもとに設置している「専門部会」にて、検討事項に関する協議を行い、その結果を親会に報告する。
• また、活性化協議会の枠組み以外に、個別の事案に関する検討の場が複数存在しており、そこでの検討内容についても、適宜、本協議
会に報告し、それらの内容を次期地域公共交通計画に反映する。

報
告

◆検討の内容を取りまとめ、
次期計画の策定へ

本協議会外で個別に検討されている事項

• 上熊本駅における交通結節機強化、軌道事業の経営・運行体制、自転車の利活用、豊肥本線の機能強化 等

報告

※各部会の今年度の委員構成は次頁



令和7年度 専門部会委員構成（案） 資料5

基幹公共交通機能強化部会 コミュニティ交通部会 利用促進部会

団体・役職 氏名 団体・役職 氏名 団体・役職 氏名

熊本高等専門学校
建築社会デザイン工学科
准教授

橋本 淳也
（部会長）

崇城大学
総合教育センター
教授

天本 徳浩
（部会長）

熊本大学
大学院先端科学研究部
教授

円山 琢也
（部会長）

熊本市議会議員
（新風熊本市議団）

紫垣 正仁 熊本市議会議員
（自由民主党熊本市議団）

田島 幸治 熊本市議会議員
（市民連合）

田上 辰也

熊本市議会議員
（公明党熊本市議団）

木庭 功二 熊本市議会議員
（熊本自由民主党市議団）

中川 栄一郎 熊本市議会議員
（自由民主党熊本市議団）

日隈 忍

九州旅客鉄道株式会社
熊本支社
執行役員熊本支社長

三浦 基路 熊本バス株式会社
代表取締役社長

河地 信明 熊本市議会議員
（公明党熊本市議団）

吉田 健一

熊本電気鉄道株式会社
代表取締役社長

中島 敬髙 一般社団法人
熊本市タクシー協会 会長

小山 剛司 九州産交バス株式会社
代表取締役社長

岩﨑 司晃

熊本市交通局
交通事業管理者

井芹 和哉 熊本市高齢者支援センター
ささえりあ尾ノ上
管理者

岩木 好秀 熊本商工会議所
観光ビジネス部会長

森 泰司

熊本都市バス株式会社
代表取締役社長

高田 晋 熊本市立必由館高等学校
校長

上野 正直 熊本日日新聞社
論説委員会 副委員長

前田 克

熊本経済同友会
副代表幹事

富永 哲生 弓削乗合タクシー運行協議会
会長

松川 武敏 公募市民 横山 雄二

一般社団法人
九州環境地域づくり
代表理事

澤 克彦 公募市民 貴田 雄介

※青字は、新任の委員
※行政職は、必要に応じて招集する。
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